
歳
旦
祭
（
斎
主
＝
星
野
光

樹
・
神
道
文
化
学
部
准
教
授
、

神
殿
奉
斎
員
）
が
1
月
1
日
、

国
学
院
大
学
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

神
殿
で
執
り
行
わ
れ
た
。
祭
典

に
は
、
佐
栁
正
三
理
事
長
、
針

本
正
行
学
長
を
は
じ
め
、
法

人
・
各
設
置
学
校
の
役
教
職

員
、
来
賓
ら
が
参
列
。
斎
主
が

祝
詞
を
奏
上
し
、
今
年
一
年
の

平
安
と
法
人
の
隆
昌
を
祈
念
し

た
。祭

典
終
了
後
、
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
佐
栁
理
事
長
は
「
大
学

を
取
り
巻
く
状
況
は
一
段
と
厳

し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
教

職
員
一
同
の
『
連
帯
と
協
調
』

そ
し
て
、『
オ
ー
ル
国
学
院
』
の

精
神
の
も
と
、
学
校
法
人
国
学

院
大
学
の
発
展
の
た
め
に
心
を

一
つ
に
し
て
前
進
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
＝
写
真
。

恥
ず
か
し
な
が
ら
、
大
掃
除
が
法
律
で
努
力
義

務
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
昨
年
末
に
知
っ
た
。
そ

れ
な
ら
ば
と
、思
い
立
っ
て
本
棚
の
奥
を
の
ぞ
く
。

読
ん
だ
記
憶
の
な
い
本
が
並
ぶ
隙
間
に
、
薄
黄
色

の
冊
子
が
見
え
る
。
表
紙
に
は
「
2
0
0
9
」
の

文
字
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
れ
ば
、
や
る
気
に
満
ち
た

言
葉
が
並
ぶ
が
、
わ
ず
か
一
週
間
で
途
絶
え
る
。

自
ら
を
省
み
、
そ
っ
と
冊
子
を
閉
じ
た
▼
世
田
谷

に
は
日
記
本
の
み
を
扱
う
本
屋
が
あ
る
。
公
刊
さ

れ
た
日
記
本
の
ほ
か
、
一
般
の
方
々
が
日
常
生
活

を
ま
と
め
た
小
冊
子
な
ど
が
所
狭
し
と
並
ぶ
。
試

み
に
一
冊
手
に
取
る
と
、
30
代
女
性
の
普
通
の
日

記
。
朝
食
の
こ
と
、
職
場
で
の
会
話
、
渋
谷
で
観

た
映
画
の
こ
と
な
ど
が
書
き
連
ね
ら
れ
て
い
た
。

不
思
議
と
の
ぞ
き
見
る
よ
う
な
後
ろ
め
た
さ
は
な

い
。
昔
か
ら
の
知
り
合
い
と
何
気
な
い
会
話
を
す

る
よ
う
な
感
覚
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
一
冊
、

ま
た
一
冊
と
め
ぐ
る
と
、
棚
の
下
に
、
我
が
国
最

古
の
日
記
文
学
と
さ
れ
る
『
土
佐
日
記
』
を
見
つ

け
た
▼
千
年
ほ
ど
前
、
紀
貫
之
が
か
な
文
字
で
綴

っ
た『
土
佐
日
記
』。
旅
の
情
景
や
人
々
の
交
流
が

丁
寧
に
記
さ
れ
、
名
高
い
歌
人
と
し
て
の
美
し
い

表
現
は
も
ち
ろ
ん
、
些
細
な
出
来
事
や
心
の
機
微

ま
で
も
描
か
れ
る
。
そ
の
生
活
や
感
情
に
引
き
込

ま
れ
た
の
は
30
代
女
性
の
日
記
と
同
じ
。
読
み
終

え
た
と
き
に
は
作
者
と
と
も
に
旅
し
た
よ
う
だ
っ

た
▼
日
記
本
屋
で
「
気
ま
ぐ
れ
日
記
帳
」
を
見
つ

け
た
。
薄
黄
色
の
表
紙
に
は
「
2
0
2
6
」
で
は

な
く
、
猫
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
三
日
坊
主
で

あ
る
こ
と
を
認
め
て
背
伸
び
を
せ
ず
、
今
年
は
心

に
止
め
た
い
記
憶
を
静
か
に
書
き
留
め
て
み
よ
う

と
思
う
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

は
る
か
す
も
の

み 箱
根
駅
伝 

総
合
２
位

選
手
コ
メ
ン
ト

K：DNA
Ⅰ・Ⅱ面

歳旦祭を斎行

現
在
、
宮
崎
大
学
教
育
学

部
で
専
任
講
師
を
さ
れ
て
い

る
中
村
大
輝
さ
ん
は
、
本
学

人
間
開
発
学
部
初
等
教
育
学

科
の
第
３
期
生
だ
。

人
間
開
発
学
部
で
は
、
入

学
直
後
か
ら
少
人
数
グ
ル
ー

プ
で
教
員
が
学
修
や
学
生
生

活
の
基
盤
を
支
援
す
る
「
ル

ー
ム
制
」を
導
入
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
３
年
次
か
ら
は
専

門
的
な
学
び
に
集
中
す
る

「
ゼ
ミ
制
」
を
採
用
し
て
い

る
。
学
修
上
の
課
題
解
決
や

体
験
活
動
に
お
い
て
、
教
員

が
学
生
と
と
も
に
よ
り
深
く

取
り
組
み
、
専
門
性
の
高
い

学
修
を
支
援
す
る
体
制
を
実

践
し
て
い
る
。
中
村
さ
ん
は

「
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
教
員

か
ら
き
め
細
か
な
指
導
を
受

け
ら
れ
る
環
境
だ
っ
た
」
と

振
り
返
る
。

「
国
学
院
大
学
に
は
、各
分

野
の
専
門
家
が
在
籍
し
て
い

る
。
初
等
教
育
分
野
で
は
、

教
育
行
政
に
携
わ
っ
て
い
た

方
も
多
く
、
そ
の
経
験
を
聞

け
る
機
会
は
非
常
に
貴
重

だ
」
と
中
村
さ
ん
は
語
る
。

宮
崎
大
学
で
、
教
員
養
成

や
理
科
教
育
の
研
究
で
多
忙

な
中
で
も
、
本
学
の
同
期
生

と
定
期
的
に
情
報
を
交
換

し
、
寺
本
貴
啓
・
人
間
開
発

学
部
教
授
と
は
、
現
在
も
共

同
研
究
の
機
会
が
あ
る
と
い

う
。「高

校
ま
で
は
履
修
内
容

が
定
め
ら
れ
、
学
び
が
受
け

身
に
な
る
場
合
が
多
い
と
感

じ
る
が
、
大
学
は
、
自
ら
行

動
し
考
え
る
場
だ
。
国
学
院

大
学
で
人
生
を
自
ら
切
り
開

い
て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
を

語
っ
た
。

4
・
5
面
に
続
く

教育者としての歩み
InterviewInterview

院友院友
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ぶ
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あ
ら
た
ま
の
年
を
言
祝
ぎ
申
し
上

げ
ま
す
。

本
学
は
、
令
和
７
年
10
月
31
日
付

で
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け
、

登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
と
し
て

登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

令
和
８
年
４
月
１
日
よ
り
養
成
課
程

を
開
設
い
た
し
ま
す
。
本
課
程
は
、

令
和
６
年
度
に
創
設
さ
れ
た
国
家
資

格
「
登
録
日
本
語
教
員
」
の
取
得
に

必
要
な
基
礎
的
知
識
と
理
論
を
体
系

的
に
学
ぶ
も
の
で
す
。
社
会
の
多
様

化
が
進
む
中
、
日
本
語
教
育
の
充
実

は
大
学
が
果
た
す
べ
き
重
要
な
社
会

的
使
命
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
学
問
的
基
盤
を
生
か
し
、

専
門
性
と
実
践
力
を
備
え
た
日
本
語

教
員
の
育
成
に
一
層
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
大
学
と
大
学
院
を
よ
り
有

機
的
に
結
び
つ
け
る
教
育
の
在
り
方

を
検
討
す
る
中
で
、「
学
士
・
修
士
五

年
一
貫
教
育
」
の
導
入
の
是
非
に
つ

い
て
議
論
を
始
め
ま
し
た
。
本
制
度

は
、
学
部
に
大
学
院
レ
ベ
ル
の
学
修

を
取
り
入
れ
、
学
び
を
連
続
的
に
深

化
さ
せ
る
新
た
な
教
育
の
枠
組
み
で

す
。
現
在
、
国
に
お
い
て
も
制
度
整

備
が
進
め
ら
れ
、
大
学
設
置
基
準
等

は
令
和
８
年
４
月
１
日
に
改
正
さ
れ

る
見
通
し
で
す
。
こ
う
し
た
動
向
を

踏
ま
え
、
本
学
の
理
念
と
特
性
を
基

と
し
た
制
度
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

毎
年
、
海
外
の
大
学
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
充
し
て
、
学
生
教
育
及

び
研
究
交
流
の
質
の
向
上
と
機
会
の

創
出
を
図
っ
て
い
ま
す
。本
年
度
は
、

11
月
に
、
英
国
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
ア
ジ
ア
・
中
東
研
究
学
部
と
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
世
界
の
日
本
研

究
を
牽
引
す
る
機
関
の
ひ
と
つ
で
あ

る
同
大
学
と
の
協
定
締
結
は
、
本
学

が
標
榜
す
る
「
世
界
の
日
本
研
究
を

領
導
す
る
」
と
い
う
理
念
の
実
現
に

資
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
本
年
９

月
に
は
、
初
の
交
換
留
学
生
を
本
学

大
学
院
に
迎
え
る
予
定
で
す
。
学
生

交
換
を
端
緒
と
し
て
、
同
大
学
と
の

多
様
な
研
究
交
流
も
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

今
後
も
、
日
々
変
転
す
る
社
会
情

勢
を
注
視
し
て
、
学
生
、
教
職
員
の

多
様
な
学
び
を
支
援
し
、
輝
く
大
学

の
未
来
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
良

き
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
8
年
丙
午
の
新
春
を
迎
え
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
元
日
に
は
厳
寒
の
中
、
新
た

に
竣
功
し
た
大
学
神
殿
に
お
い
て
初

め
て
の
歳
旦
祭
が
厳
か
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。
私
は
本
法
人
の
さ
ら
な

る
発
展
と
、
学
生
・
生
徒
・
園
児
の

皆
さ
ん
、保
護
者
の
皆
様
、教
職
員
、

そ
し
て
院
友
各
位
の
ご
健
勝
を
祈
念

し
、
玉
串
を
奉
り
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
昨
年
は
、
昭
和
１
０

０
年
、
戦
後
80
年
と
い
う
節
目
の
年

で
し
た
。大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
、

女
性
初
の
首
相
誕
生
、
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
お
よ
び
生
理
学
・
医
学
賞
の
受

賞
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
日
本
人
選

手
の
活
躍
な
ど
、
明
る
い
話
題
に
満

ち
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。一
方
で
、

令
和
の
米
騒
動
、
熊
に
よ
る
被
害
や

山
林
火
災
、
地
震
、
中
国
・
ロ
シ
ア

等
と
の
複
雑
な
外
交
問
題
な
ど
、
国

内
外
で
不
安
を
呼
ぶ
出
来
事
も
相
次

ぎ
、
社
会
の
変
動
を
あ
ら
た
め
て
強

く
意
識
さ
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
ま

す
。私

立
学
校
を
取
り
巻
く
環
境
に
お

い
て
は
、
改
正
私
立
学
校
法
が
昨
年

4
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
法
人

で
も
、
理
事
・
評
議
員
・
監
事
の
構

成
に
関
す
る
要
件
を
は
じ
め
と
し
た

新
た
な
寄
附
行
為
に
基
づ
き
、
法
人

経
営
の
体
制
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
各
教
育
機
関
の
構
成
員
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、

円
滑
な
運
営
が
実
現
で
き
て
い
る
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
本
年
は
、
少
子
化
と
い
う
大

き
な
課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

時
代
の
変
化
を
見
据
え
た
的
確
な
対

策
を
迅
速
に
講
じ
る
こ
と
が
、
法
人

経
営
の
最
重
要
テ
ー
マ
と
な
り
ま

す
。
安
定
的
な
学
生
・
生
徒
・
園
児

の
確
保
を
図
る
た
め
に
も
、
学
校
法

人
経
営
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
①
永

続
性
②
確
実
性
③
公
共
性
④
透
明
性

を
法
人
構
成
員
全
員
が
等
し
く
共
有

す
る
と
と
も
に
、
各
教
育
機
関
が
健

全
で
明
る
い
職
場
環
境
を
構
築
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

大
学
に
お
き
ま
し
て
は
、
共
生
社

会
の
実
現
に
向
け
た
障
害
学
生
支
援

の
充
実
、
協
定
校
の
拡
大
と
交
流
強

化
、
さ
ら
に
行
政
書
士
・
税
理
士
・

公
認
会
計
士
・
国
家
公
務
員
総
合
職

な
ど
の
難
関
国
家
試
験
に
お
け
る
合

格
者
の
倍
増
を
目
指
し
、
支
援
体
制

の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て

実
り
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

心
よ
り
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

「
馬
娘
婚
姻
譚
」と
呼
ば
れ
る
昔
話
の
話

型
が
あ
る
。
柳
田
國
男
『
遠
野
物
語
』
に

も
収
録
さ
れ
る
農
耕
馬
と
そ
れ
を
飼
育
す

る
娘
が
結
ば
れ
て
し
ま
う
と
い
う
話
で
、

オ
シ
ラ
サ
マ
信
仰
と
と
も
に
語
ら
れ
て
き

た
話
で
あ
る
。

そ
の
基
盤
に
あ
る
の
は
、
農
耕
に
と
っ

て
「
馬
力
」
が
必
要
不
可
欠
の
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
と
、
厳
寒
の
地
方
で
は
馬
に
も

暖
を
取
ら
せ
る
た
め
に
馬
小
屋
と
人
の
住

宅
を
連
結
さ
せ
た
住
宅
建
築
（
南
部
曲
屋

が
著
名
）
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
が
馬
と
人
を
強
く
結
び
つ
け
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
。

岩
手
県
の
盛
岡
市
と
滝
沢
市
に
は
、
国

の
記
録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形

の
民
俗
文
化
財
に
選
択
さ
れ
た
「
チ
ャ
グ

チ
ャ
グ
馬
コ
」
と
い
う
行
事
が
伝
わ
る
。

滝
沢
市
鬼
越
に
鎮
座
す
る
鬼
越
駒
形
神
社

と
盛
岡
市
の
盛
岡
八
幡
宮
の
間
を
着
飾
っ

た
馬
が
パ
レ
ー
ド
す
る
行
事
で
あ
る
。
馬

の
首
に
つ
る
し
た
鳴
輪
と
装
束
に
付
け
た

鈴
と
が
歩
く
た
び
に
音
を
出
し
、
そ
れ
が

「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
」と
聞
こ
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
今
日
で
は
、

盛
岡
市
長
が
会
長
を
務
め
る
「
チ
ャ
グ
チ

ャ
グ
馬
コ
保
存
会
」が
実
施
主
催
と
な
り
、

馬
運
車
で
神
社
に
馬
が
運
ば
れ
、
交
通
規

制
の
下
、
馬
の
パ
レ
ー
ド
行
事
と
な
っ
て

い
る
が
、
本
来
は
そ
う
し
た
も
の
で
は
な

か
っ
た
。

岩
手
県
内
各
地
で
は
駒
形
神
、馬ば

櫪れ
き

神
、

馬
頭
観
音
な
ど
の
馬
の
カ
ミ
が
信
仰
を
集

め
て
い
る
が
、そ
の
代
表
的
な
も
の
が「
蒼

前
信
仰
」
で
、
東
北
の
み
な
ら
ず
関
東
・

中
部
地
方
で
も
信
仰
さ
れ
る
馬
の
守
護
神

の
蒼
前
神
を
祀
る
も
の
で
あ
る
。
当
該
の

滝
沢
市
の
鬼
越
駒
形
神
社
は
、「
鬼
越
の
オ

ソ
デ（
蒼
前
）さ
ま
」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
チ
ャ
グ
チ
ャ
グ
馬
コ
」
の
元
と

な
っ
た
の
は
「
オ
ソ
デ
ま
い
り
」
と
い
う

信
仰
行
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
農
家
が

鬼
越
駒
形
神
社
の
祭
り
の
日
に
、
飼
い
馬

の
健
康
を
祈
願
し
て
、
こ
れ
を
着
飾
ら
せ

て
詣
で
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
馬
を
飼
っ
て
い
る
家
で
、
馬
と
馬

に
乗
せ
る
家
族
に
「
晴
れ
着
」
を
着
せ
た

り
し
て
、
三
々
五
々
参
詣
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
祭
日
が
皇
族
の
来
県
と
重
な
っ
た

こ
と
で
、
馬
を
パ
レ
ー
ド
さ
せ
て
御
覧
に

い
れ
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
、
そ
れ
が
恒
例

化
し
て
今
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

農
耕
の
機
械
化
と
と
も
に
農
家
が
馬
を

必
要
と
し
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
信
仰

行
事
と
は
い
え
な
く
な
り
、今
日
で
は「
オ

ソ
デ
ま
い
り
」
と
い
う
馬
へ
の
愛
情
と
信

仰
的
な
意
味
は
意
識
さ
れ
ず
、
馬
の
パ
レ

ー
ド
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
、「
怪
我
の
功
名
」
で
は
な
い
が
、今

日
で
は
個
人
が
公
道
を
馬
に
乗
っ
て
通
行

す
る
こ
と
は
簡
単
に
は
で
き
な
い
の
で
、

パ
レ
ー
ド
に
な
っ
た
か
ら
残
せ
た
と
い
う

こ
と
も
い
え
る
。

と
は
い
え
、
鬼
越
駒
形
神
社
で
馬
運
車

か
ら
下
ろ
さ
れ
た
馬
と
と
も
に
神
社
に
参

詣
す
る
姿
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
光

景
で
あ
る
。

年頭所感

未
来
を
拓
く
一
年
と
す
る
た
め
に

馬
と
人
の
民
俗

学
生
、教
職
員
の
多
様
な
学
び
を
支
援

理
事
長

�

学
長

佐
栁 

正
三

年
頭
コ
ラ
ム
今
年
の
干
支
に
ち
な
ん
で

文
学
部
教
授
大
石
泰
夫

針
本 

正
行

鬼越駒形神社に参詣するチャグチャグ馬コに参加する馬
（写真提供：大石泰夫教授）

南部曲家（写真提供：盛岡手づくり村）
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彬子女王殿下 大國魂神社へ奉納
新潟コメ作りワークショップ

彬子女王殿下（本学特別招聘教授）が総裁を務
められる一般社団法人心游舎主催の「新潟コメ作
りワークショップ」で収穫された新米を奉納する

「心游米奉納奉告祭」が昨年12月7日に大國魂神社
（東京都府中市）で行われた＝写真。

同ワークショップは新潟市北区の農園で、田植
え、草取り、稲刈りを行い日本文化や歴史に触れ
るもので、ボランティア活動の一環として本学学
生、卒業生も参加している。

奉告祭後の食事会では、彬子女王殿下が収穫し
た新米をお召し上がりになられた。なお、本学か
らは学生や学修支援センター副センター長の内村
慶士・教育開発推進機構助教らが参加した。

赤井益久名誉教授らが立命館白川静
記念東洋文字文化賞優秀賞を受賞

立命館大学白川静記念東洋文字文化研究所が主
催する第19回「立命館白川静記念東洋文字文化
賞」の各部門受賞者が発表され、本学の赤井益久
名誉教授と澤崎久和・文学部元教授（福井大学名
誉教授）が優秀賞を受賞した。

同研究所は、白川静博士の研究成果を基礎に、
東洋文字文化研究の振興と高度化を図る目的で平
成17（2005）年5月に設立された。同賞は、この
分野における有為な人材を奨励・支援し、功績の
ある個人および団体の業績を表彰するもの。

本賞は、『唐代小説集「河東記」訳注』（汲古書
院、2024年）を著した赤井名誉教授、澤崎元教
授、ならびに横浜国立大学の岡田充博名誉教授の
3氏の同時受賞となった。

ユニバーサルデザイン講座
ボッチャ体験会を開催

教育開発推進機構学修支援センターが主催す
る、令和7年度ユニバーサルデザイン講座「ボッ
チャ体験会」が昨年12月10日、渋谷キャンパス5
号館アリーナで実施された。

ボッチャは、年齢や障害の有無にかかわらず誰
もが楽しめるスポーツとしてヨーロッパで考案さ
れたもので、白い目標球（ジャックボール）にい
かにボールを近づけるかを競う。

当日は一般社団法人渋谷ボッチャ協会から講師
を招き、学生約30人が体験会に参加した。ボール
は弾まず転がりにくい特徴があり、開始当初、悪
戦苦闘する姿も見受けられたが、次第にコツをつ
かみ、独自の投げ方や戦略を工夫しながらプレー
を楽しむ様子が見られた。

佐藤謙一・元経済学部教授 逝去
国学院大学元経済学部教授（特別専任）の佐藤

謙一氏が1月4日に逝去。70歳。葬儀は既に執り行
われた。

佐藤氏は昭和30年生まれ。昭和53年法政大学経
営学部卒業。同年東京国税局入局。税務大学校研
究部教授、鎌倉税務署長などを歴任。平成27年筑
波大学大学院ビジネス科学研究科博士前期課程修
了。同年より国学院大学大学院兼任講師、28年本
学経済学部教授（特別専任）。令和7年、定年によ
り退職。

専門は所得税、租税手続、租税争訟など。主な
編著書に『図解 国税通則法』（大蔵財務協会、
2025年）などがある。

教職員人事
【採用】
◆大学事務局◇嘱託▷安部純子（財務部管財課）
� （令和8年1月1日付）

神
道
文
化
学
部
が
主
催
す
る
「
成

人
加
冠
式
」
が
昨
年
12
月
21
日
、
渋

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
祭
式
教
室
で
執
り

行
わ
れ
た
＝
写
真
。
本
学
な
ら
で
は

の
伝
統
行
事
で
あ
る
本
式
に
は
、
全

学
部
の
2
年
生
に
加
え
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催

が
見
送
ら
れ
て
い
た
期
間
に
成
年
と

な
っ
た
3
・
4
年
生
を
含
む
、
希
望

者
計
67
人
が
、
家
族
や
教
職
員
が
見

守
る
な
か
、
午
前
の
部
と
午
後
の
部

の
2
回
に
分
か
れ
て
参
列
し
た
。

成
人
加
冠
式
は
古
代
か
ら
続
く
成

人
儀
礼
で
あ
る
「
加
冠
」
に
範
を
と

っ
た
行
事
で
、平
成
20（
２
０
０
８
）

年
か
ら
執
行
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
中
断
期
間
を
経
て
、
今
年
度

で
15
回
目
を
迎
え
た
。

式
典
で
は
、
黒
﨑
浩
行
・
神
道
文

化
学
部
長
（
教
授
）
を
は
じ
め
、
同

学
部
の
松
本
久
史
・
副
学
部
長
（
教

授
）、遠
藤
潤
教
授
、柏
木
亨
介
准
教

授
、大
道
晴
香
准
教
授
が「
加
冠
役
」

を
務
め
た
。
男
子
は
衣
冠
や
狩
衣
、

女
子
は
正
服
や
常
服
に
身
を
包
み
、

学
生
一
人
一
人
へ
加
冠
役
の
教
員
に

よ
っ
て
、
男
子
に
は
冠
や
烏え

帽ぼ

子し

、

女
子
に
は
釵さ

い

子し

や
額ぬ

か

当あ
て

が
着
け
ら
れ

た
。
冠
物
を
頂
い
た
学
生
た
ち
は
、

そ
の
重
み
を
か
み
し
め
る
よ
う
に
背

筋
を
伸
ば
し
、
大
人
と
し
て
の
第
一

歩
を
刻
む
自
覚
を
新
た
に
し
て
い
た
。

加
冠
を
終
え
、
黒
﨑
学
部
長
は
祝

辞
を
述
べ
、「
本
当
の
生
き
が
い
を
見

つ
け
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
ま
い
進
す

る
こ
と
で
、
社
会
か
ら
も
大
人
と
し

て
認
め
ら
れ
る
。
大
学
は
そ
の
た
め

の
学
び
と
成
長
の
場
。
こ
の
節
目
に

気
付
き
を
得
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
生
か
し
て
ほ
し
い
」
と
、
新
成
人

と
な
っ
た
学
生
た
ち
を
温
か
く
激
励

し
た
。

閉
会
後
に
は
記
念
撮
影
が
行
わ

れ
、
学
生
た
ち
の
晴
れ
姿
を
、
参
列

し
た
家
族
ら
が
感
慨
深
げ
に
カ
メ
ラ

に
収
め
る
光
景
が
多
く
見
ら
れ
た
。

国
学
院
大
学
博
物
館
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
「
性
別
越
境
の

歴
史
と
意
味
」
が
昨
年
12
月
13
日
に
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ト
ー
ク
は
、
同
館
で
開
催
中
の
企
画
展

「
性
別
越
境
の
歴
史
学
︱
男
／
女
で
も
あ
り
、
女
／
男
で
も
な
く

︱
」
の
監
修
を
担
当
し
た
性
社
会
文
化
史
研
究
者
で
本
学
出
身
の

三
橋
順
子
氏
に
よ
る
講
演
で
、
同
館
ホ
ー
ル
に
は
1
4
0
人
を
超

え
る
聴
講
者
が
集
ま
っ
た
＝
写
真
。

三
橋
氏
は
、
本
展
示
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
性
別
越
境
」
が
日
本

の
歴
史
、
信
仰
、
文
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
証
拠
と
な

る
資
料
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
。
考
古
資
料
や
文
字

に
残
さ
れ
た
神
話
・
伝
承
、
近
世
の
絵
画
、
祭
礼
の
写
真
な
ど
の

展
示
資
料
を
詳
細
に
説
明
し
な
が
ら
、
性
別
越
境
が
持
つ
歴
史
的

意
味
を
解
説
し
た
。
異
性
装
に
よ
り
双
生
と
な
っ
た
存
在
が
異
能

を
発
揮
す
る
と
い
う
考
え
や
、
特
に
祝
祭
空
間
に
お
い
て
異
形
が

神
聖
な
力
を
有
す
る
と
い
う
考
え
が
、
社
会
や
文
化
の
中
に
深
く

根
付
い
て
い
る
と
述
べ
た
。

参
加
者
の
中
に
は

熱
心
に
メ
モ
を
取
り

な
が
ら
聴
講
し
、
講

演
終
了
後
も
閉
館
ま

で
の
短
い
時
間
に
再

度
展
示
を
閲
覧
す
る

姿
が
見
受
け
ら
れ
た
。

企
画
展
「
性
別
越

境
の
歴
史
学
︱
男
／

女
で
も
あ
り
、
女
／

男
で
も
な
く
︱
」は
、

2
月
23
日（
月
・
祝
）

ま
で
開
催
し
て
い

る
。
ま
た
、三
橋
氏
に

よ
る
展
示
紹
介
動
画

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
で
1
月

10
日（
土
）よ
り
公
開

し
て
い
る
。

成人加冠式を斎行

� 博物館ミュージアムトーク
� 「性別越境」の歴史的意味を解説

1年生が課題解決策を提案
経
済
学
部
1
年
次
開
講
科
目

「
基
礎
演
習
B
」の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
決
勝
大
会
が
昨
年
12
月
10

日
、
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
百
周
年

記
念
館
記
念
講
堂
で
開
催
さ
れ

た
。「
基
礎
演
習
B
」
は
、企
業
や

団
体
か
ら
提
示
さ
れ
た
課
題
に
対

し
、
チ
ー
ム
で
解
決
策
を
立
案
す

る
課
題
解
決
型
学
習
（
P
B
L
）

で
あ
る
。

今
年
度
は
東
急
ホ
テ
ル
ズ
＆
リ

ゾ
ー
ツ
株
式
会
社
か
ら
、「
10
年
後

の
渋
谷
の
姿
を
描
き
、
国
内
外
の

人
々
が
何
度
も
訪
れ
た
い
と
思
え

る
街
に
す
る
た
め
に
、
東
急
ホ
テ

ル
ズ
&
リ
ゾ
ー
ツ
が
す
べ
き
こ

と
」が
課
題
と
し
て
提
示
さ
れ
た
。

後
期
授
業
開
始
か
ら
約
3
カ
月
間
、

全
１
３
７
チ
ー
ム
が
プ
ラ
ン
を
企

画
し
、
予
選
を
通
過
し
た
6
チ
ー

ム
が
決
勝
に
臨
ん
だ
。

会
場
に
は
同
学
部
の
1
年
生
が

参
集
し
、
会
場
運
営
は
授
業
で
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
の
補
助
を
行
う

同
学
部
2
年
生
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
＆
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
F
A
）

学
生
が
担
当
し
た
。

審
査
の
結
果
、
渋
谷
を
起
点
と

し
た
周
遊
型
観
光
の
実
現
を
目
的

と
し
て
旅
行
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
販
売

な
ど
を
提
案
し
た
日
野
雅

彦
・
同
学
部
教
授（
特
別
専

任
）が
担
当
す
る
ク
ラ
ス
の

「
さ
や
そ
た
」
チ
ー
ム
が
優

勝
を
飾
っ
た
。東
急
ホ
テ
ル

ズ
&
リ
ゾ
ー
ツ
社
員
に
よ

る
審
査
講
評
で
は
、「
東
急

グ
ル
ー
プ
の
強
み
を
生
か

し
た
提
案
が
現
実
的
で
あ

っ
た
」
と
評
価
さ
れ
た
。

「
学
生
賞
」
は
、
受
講
生
の

オ
ン
ラ
イ
ン
投
票
に
よ
り
、

同
社
の
既
存
施
設
を
活
用

し
た
日
本
文
化
体
験
プ
ラ

ン
を
提
案
し
た
手
塚
貞

治
・
同
学
部
教
授
担
当
ク

ラ
ス
の「
漢
」チ
ー
ム
が
受

賞
し
た
。
結
果
発
表
後
、各

チ
ー
ム
に
賞
状
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
た
＝
写
真
。

経済学部「基礎演習B」プレゼンテーション決勝大会
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宮
崎
大
学
教
育
学
部
で
、
理
科
教
育
を
担

当
し
て
お
り
、
教
員
を
目
指
す
学
生
に
理
科

の
指
導
法
を
講
義
す
る
と
と
も
に
、
理
科
教

育
に
関
す
る
研
究
を
続
け
て
い
る
。例
え
ば
、

子
ど
も
た
ち
が
理
科
の
授
業
で
仮
説
を
立
て

る
場
面
に
着
目
し
、
ど
の
よ
う
に
導
け
ば
、

子
ど
も
た
ち
が
効
果
的
に
仮
説
を
立
て
ら
れ

る
か
を
考
え
、
魅
力
的
な
授
業
と
指
導
方
法

を
追
究
し
て
い
る
。最
近
で
は
、C
B
T（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
ベ
ー
ス
ド
・
テ
ス
テ
ィ
ン

グ
）
の
テ
ス
ト
開
発
や
、
A
I
技
術
の
応
用

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

国
学
院
大
学
へ
進
学
し
た
理
由

小
学
生
の
頃
の
担
任
の
先
生
に
憧
れ
、
中

学
生
の
頃
か
ら
教
員
を
志
し
た
。

高
校
の
進
路
相
談
で
「
小
学
校
の
教
員
を

目
指
す
な
ら
、
文
系
が
良
い
の
で
は
」
と
助

言
さ
れ
、
国
語
を
選
ぼ
う
と
考
え
た
。

国
学
院
大
学
は
、
国
語
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
に
加
え
、
当
時
は
初
等
教
育
学

科
が
開
設
さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
指
導

力
の
あ
る
先
生
方
が
多
く
在
籍
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
こ
の
環
境
で
学
び
た
い
と
考
え

志
望
し
た
。

�

国
語
教
育
か
ら
理
科
教
育
へ
、

興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
プ
ロ
セ
ス

在
学
中
に
、
筑
波
大
学
附
属
小
学
校
の
公

開
研
究
会
に
参
加
し
た
。
こ
の
小
学
校
は
、

研
究
発
表
会
で
も
理
科
を
含
む
公
開
授
業
を

多
数
実
施
す
る
な
ど
教
育
研
究
の
拠
点
校

だ
。
私
は
国
語
の
公
開
授
業
を
見
学
す
る
予

定
だ
っ
た
が
、
希
望
者
が
多
く
、
見
学
は
困

難
な
状
況
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
理
科
の
授

業
を
見
学
す
る
と
、子
ど
も
た
ち
の
反
応
が
、

非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
。
目
の
前
で
興
味
深

い
自
然
事
象
が
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
子
ど
も
た
ち
の
表
情
が
豊
か
に
い
き
い

き
と
映
っ
た
。

振
り
返
る
と
、
私
自
身
も
幼
い
頃
か
ら
理

科
に
親
し
み
、
小
学
生
の
頃
に
は
、
子
ど
も

向
け
の
理
科
関
連
の
読
み
物
を
購
読
し
、
わ

く
わ
く
す
る
心
を
抱
い
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
体
験
を
通
じ
て
理
科
教
員
を
志
す
思

い
が
募
っ
た
。

幸
い
、
国
学
院
大
学
の
人
間
開
発
学
部
初

等
教
育
学
科
に
は
、
理
科
担
当
の
寺
本
貴
啓

教
授
が
お
ら
れ
、
私
は
す
ぐ
に
研
究
室
に
所

属
し
、
そ
こ
か
ら
理
科
教
育
の
学
び
を
本
格

的
に
は
じ
め
た
。

�

公
開
研
究
会
の
授
業
で
得
た
気
付
き

研
究
会
で
は
、
佐
々
木
昭
弘
先
生
（
現
同

校
学
校
長
）
と
森
田
和
良
先
生
（
現
文
京
学

院
大
学
特
任
教
授
）
が
授
業
を
担
当
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
問
題
を
解
決
し
て

い
く
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。

森
田
先
生
は
、
子
ど
も
た
ち
が
教
材
を
通

し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
ま
た
授
業
に

適
し
た
教
材
は
何
か
と
い
っ
た
教
材
研
究
を

さ
れ
て
お
り
、
佐
々
木
先
生
は
、
理
科
と
他

の
教
科
の
連
携
を
進
め
ら
れ
て
い
た
。

私
は
佐
々
木
先
生
の
も
と
に
伺
い
、
国
語

を
学
ん
で
い
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、「
理
科
に

最
も
近
い
教
科
は
算
数
で
は
な
く
、
国
語
で

は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
た
。

理
科
と
国
語
に
は
、
論
理
的
思
考
と
い
う

共
通
性
が
あ
り
、
私
は
そ
の
共
通
性
を
、
理

科
教
育
に
お
い
て
生
か
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
た
。

�

教
員
の
養
成
に
お
い
て
、

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

ま
ず
は
、
教
員
と
し
て
高
い
指
導
力
を
習

得
し
、
現
場
に
出
て
ほ
し
い
。
現
在
の
教
員

養
成
は
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
内
容

を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
、
ま
た
、
ど
の

よ
う
に
内
容
を
暗
記
さ
せ
る
か
に
重
点
が
置

か
れ
が
ち
だ
と
感
じ
る
。
私
は
、
学
生
に
は

「
良
い
教
育
と
は
何
か
」「
望
ま
し
い
学
校
の

指
導
と
は
何
か
」
を
自
ら
考
え
続
け
る
人
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
研
究
室
で
は
卒
業

論
文
の
テ
ー
マ
を
学
生
自
身
に
設
定
さ
せ
、

学
生
が
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
指
導
と
支
援
を
惜
し
ま
な
い
。

私
は
、
時
折
「
涵か

ん

養よ
う

」
と
い
う
言
葉
を
用

い
る
。
こ
の
言
葉
は
、
自
然
に
し
み
込
む
よ

う
に
養
成
す
る
と
い
う
意
味
で
、
主
体
性
や

や
る
気
な
ど
に
関
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
。

な
ぜ
な
ら
、
や
る
気
は
、
育
て
よ
う
と
思

っ
て
も
簡
単
に
育
て
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い

か
ら
だ
。
も
ち
ろ
ん
最
初
は
、
教
員
か
ら
与

え
ら
れ
た
課
題
で
学
び
始
め
た
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
取
り
組
む
過
程
で
「
こ
う
い

う
と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
」「
授
業
以
外
で
も

や
っ
て
み
た
い
」と
い
っ
た
意
欲
が
生
ま
れ
、

子
ど
も
の
姿
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ

う
し
て
い
つ
の
間
に
か
、
学
び
に
夢
中
に
な

っ
て
い
く
こ
と
が
「
涵
養
」
で
は
な
い
か
。

�

国
学
院
大
学
か
ら
教
員
を
目
指
す

学
生
に
、ア
ド
バ
イ
ス
を

働
き
方
改
革
の
推
進
に
よ
り
、
教
員
の
働

く
環
境
は
今
後
、
整
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

教
員
は
子
ど
も
の
成
長
に
寄
り
添
え
る
、

と
て
も
魅
力
の
あ
る
仕
事
だ
。

国
学
院
大
学
を
卒
業
し
て
教
員
に
な
っ
た

人
々
は
、
私
の
同
期
も
含
め
、
常
に
何
か
を

追
究
し
続
け
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
教
育
系
の
学
部
を
出
た
か
ら
と
い

っ
て
、
職
業
が
教
員
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
現
に
私
も
、
研
究
者
と
し
て
の
道

を
歩
ん
で
い
る
。
自
身
の
経
験
を
糧
に
、
そ

れ
ぞ
れ
が
社
会
で
活
躍
し
て
ほ
し
い
。

一
生
を
か
け
て
追
究
す
る
価
値
の
あ
る
も

の
を
見
つ
け
た
い
人
に
と
っ
て
、
国
学
院
大

学
は
確
か
な
環
境
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

国
語
で
培
っ
た
力
が
導
い
た

理
科
教
育
へ
の
道

や
る
気
は
、簡
単
に
育
て
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。だ
か
ら
こ
そ
考
え
る「
涵
養
」と
は

大
学
院
で
の
研
究
テ
ー
マ
や
、学
び

修
士
・
博
士
課
程
で
は
、
一
貫
し
て
子
ど

も
た
ち
の
仮
説
設
定
の
場
面
に
着
目
し
、
そ

の
思
考
過
程
と
指
導
法
を
研
究
し
た
。

ど
の
よ
う
に
指
導
す
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち

が
効
果
的
に
仮
説
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
か
を
検
討
す
る
た
め
、
世
界
中
の
理
科
教

育
に
関
す
る
文
献
や
論
文
を
調
査
し
た
。
そ

の
過
程
で
、
実
に
様
々
な
研
究
が
あ
り
、
国

ご
と
に
理
科
教
育
の
内
容
や
教
え
方
が
異
な

る
こ
と
に
気
付
い
た
。

一
般
的
に
修
士
課
程
は
、
そ
の
分
野
の
知

識
を
一
通
り
身
に
付
け
る
こ
と
を
一
つ
の
目

標
と
す
る
。
一
方
、
博
士
課
程
は
そ
の
分
野

の
新
し
い
知
見
や
知
識
を
生
み
出
す
こ
と
が

目
標
と
さ
れ
る
。

大
学
院
で
は
日
々
文
献
に
向
き
合
い
、
理

科
教
育
に
つ
い
て
仲
間
と
議
論
し
た
。
私
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
実
に
充
実
し
た
時
間
だ
っ

た
と
思
う
。

私
が
学
問
に
つ
い
て
考
え
る
際
、
国
学
院

大
学
の
高
橋
大
助
教
授
の
言
葉
を
思
い
出
す
。

「
何
か
を
つ
か
も
う
と
し
て
精
い
っ
ぱ
い

手
を
伸
ば
す
。
そ
れ
で
も
届
か
ず
、
ジ
ャ
ン

プ
ま
で
し
て
、
捉
え
た
と
確
か
に
実
感
し
た

途
端
、
ひ
っ
く
り
返
っ
て
、
気
が
付
け
ば
、

手
の
中
に
は
何
も
な
い
。
し
か
し
、そ
の
時
、

見
慣
れ
て
い
た
は
ず
の
風
景
が
生
き
生
き
と

し
、
君
に
語
り
掛
け
て
く
る
」
と
。

当
時
は
、
こ
の
言
葉
の
意
図
を
十
分
に
は

理
解
で
き
な
か
っ
た
。
や
が
て
大
学
院
へ
進

学
し
、
学
問
に
向
き
合
い
、
困
難
や
奥
深
い

研
究
の
道
を
進
む
中
で
、
気
付
け
ば
大
学
教

員
と
い
う
立
場
に
あ
る
。
複
数
の
賞
を
い
た

だ
い
て
も
、
明
確
に
「
つ
か
ん
だ
」
と
い
う

感
覚
は
な
い
。
し
か
し
、
積
み
重
ね
て
い
く

う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
風
景
の
見
え
方
が

変
わ
っ
て
く
る
。
学
問
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う

な
過
程
の
中
に
存
在
す
る
よ
う
な
気
が
し
て

い
る
。

教
員
に
な
っ
た
２
年
間

東
京
都
出
身
の
私
は
、
い
つ
か
東
京
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
中
学
校
の

理
科
教
員
免
許
も
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

東
京
都
の
小
学
校
全
科
（
理
科
コ
ー
ス
）
の

枠
に
応
募
し
、
採
用
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
は
理
科
の
実
験
に
実
に
自
然

な
反
応
で
、
好
奇
心
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
。
現
場
で
の
指
導
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
と
と
も
に
問
題
解
決
を
実
践
で
き
る
機

会
と
な
っ
た
。

５
年
生
の
メ
ダ
カ
の
飼
育
の
単
元
で
は
、

学
校
内
の
ビ
オ
ト
ー
プ
で
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
メ
ダ
カ
を
捕
獲
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
、
観
察
や
記
録
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。
各

ク
ラ
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
授
業
内
容
を
工
夫
す
る

こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
私
自

身
も
、
理
科
教
育
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
て
次
第
に
理
科
に
関
心
を
持
つ
子

ど
も
た
ち
が
育
ち
、
今
や
大
学
生
と
な
り
、

「
ロ
ボ
ッ
ト
を
開
発
し
て
い
る
」「
機
械
工
学

の
分
野
に
進
ん
だ
」
な
ど
の
便
り
を
も
ら
う

よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
あ
る
教
え
子
は
「
先
生
の
授
業
で

見
た
顕
微
鏡
の
ミ
ジ
ン
コ
の
姿
が
印
象
に
残

っ
て
い
る
。
そ
の
せ
い
か
私
は
い
ま
だ
に
ミ

ジ
ン
コ
が
好
き
だ
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
ど

の
よ
う
な
形
で
あ
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
人
生

の
ど
こ
か
に
理
科
教
育
が
つ
な
が
っ
て
い
た

ら
う
れ
し
く
思
う
。

試
行
錯
誤
の
先
に
見
え
て
く
る
風
景

ーー
本
学
文
学
部
・
高
橋
大
助
教
授
の「
言
葉
」

なかむら・だいき
東京都世田谷区出身。国学院大学人間開発学部卒。
宮崎大学教育学部専任講師。本学卒業後、東京都
公立小学校教諭を経て広島大学大学院教育学研究
科博士課程後期修了。広島大学特任学術研究員な
どを務めた後現職。博士（教育学）。専門は科学教
育、理科教育、教育心理学。特に科学的探究を通
した思考力の育成、現代的な教育測定法の開発な
どの研究に取り組んでいる。

中村さんの著書はこちら

「心理学・教育学研究のための効
果量入門：Rを用いた実践的理解」
（北大路書房、2025年）

編著「生成AIで進化する理科教育：
導入から実践までの完全ガイド」
（東洋館出版社、2024年）

共編著「理科重要用語事典」
（明治図書、2025年）

InterviewInterview

院友院友 学問に向き合い経験を積み重ねて変化した風景の見え方

学びへの意欲を「涵養」する教員としての意識

宮崎大学　教育学部　専任講師　中村大輝さん（平27卒・123期初教）
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人
生
を「
メ
ー
ク
ド
ラ
マ
」

「
若
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
昔

の
よ
う
に
心
か
ら
感
動
し
た

り
、
感
動
し
き
れ
な
い
。
そ

れ
は
、
や
は
り
時
代
で
し
ょ

う
。
だ
け
ど
感
動
を
知
ら
な

い
人
生
と
い
う
の
は
、
何
か

生
き
て
い
る
味
わ
い
み
た
い

な
も
の
が
な
い
わ
け
で
す
」

こ
れ
は
、
昨
年
亡
く
な
っ

た
、「
ミ
ス
タ
ー
プ
ロ
野
球
」

と
呼
ば
れ
、
愛
さ
れ
た
、
長

嶋
茂
雄
氏
の
言
葉
で
す
。

「
感
動
」
と
は
一
般
に
、

「
生
活
の
中
で
心
を
動
か
さ

れ
た
り
、
何
か
が
心
に
触
れ

た
感
じ
が
し
た
り
、
あ
る
い

は
強
い
印
象
を
受
け
る
こ

と
」、
と
定
義
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
長
嶋
茂
雄
氏
も

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
今

日
、
若
者
の
生
活
の
中
で
感

動
体
験
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
人
間
教
育
は
、人
間
（
じ

ん
か
ん
）教
育
」。
こ
れ
は
、

私
が
教
育
現
場
に
発
し
た
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
一
つ
で

す
。
た
し
か
に
、
感
動
体
験

が
介
在
す
る
人
間
関
係
が
希

薄
化
す
る
中
で
、
T
V
ゲ
ー

ム
や
チ
ャ
ッ
ト
が
入
っ
て
き

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
世
界

で
も
、
遊
び
の
「
時
間
・
仲

間
・
空
間
」
の
「『
間
』
抜
け

（
ま
ぬ
け
）」
状
態
で
す
。

で
は
、
ど
う
対
処
す
べ
き

で
し
ょ
う
か
。

そ
の
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く

れ
る
の
が
、
や
は
り
長
嶋
茂

雄
氏
が
提
唱
し
た
「
メ
ー
ク

ド
ラ
マ
」（
1
9
9
5
年
）
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
言
葉
自
体
は
、
チ
ー

ム
に
奮
起
を
促
す
た
め
の
和

製
英
語
だ
っ
た
の
で
す
が
、

こ
れ
を
個
人
に
も
当
て
は
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

社
会
へ
と
船
出
す
る
若
者

に
は
、
自
分
で
自
分
の
人
生

を
切
り
拓ひ

ら

い
て
い
く
「
メ
ー

ク
ド
ラ
マ
」
を
演
じ
て
ほ
し

い
と
切
望
し
ま
す
。
　

そ
の
た
め
に
必
要
な
能
力

は
「
自
己
価
値
力
」
で
す
。

「
自
己
価
値
力
」
と
は
、自

分
で
自
分
自
身
を
価
値
あ
る

大
切
な
存
在
で
あ
る
と
い

う
、「
尊
在
感
」
へ
と
高
め
る

よ
う
に
自
己
評
価
す
る
「
値

打
ち
づ
く
り
」
の
で
き
る
社

会
的
ス
キ
ル
で
す
。

例
え
ば
、
①
マ
イ
ナ
ス
評

価
の
ナ
メ
ク
ジ
も
、
見
方
を

変
え
て
可
愛
い
殻
を
つ
け
て

カ
タ
ツ
ム
リ
へ
と
プ
ラ
ス
評

価
に
転
換
す
る
「
カ
タ
ツ
ム

リ
評
価
」、②
そ
の
子
な
り
の

「
よ
さ
」
を
引
き
出
す
「
励
ま

し
評
価
」、③
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
に
エ
ー
ル
を
送
る
「
始

ま
り
評
価
」、④
「
初
め
て
で

き
た
」こ
と
に
拍
手
す
る「
初

め
て
評
価
」、
⑤
結
果
よ
り

も
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
評
価
す
る
「
伸
び

の
評
価
」
な
ど
で
す
。

実
は
、
こ
れ
ら
は
、
こ
の

エ
ッ
セ
ー
の
な
か
で
、
述
べ

て
き
た
も
の
で
す
。

と
り
わ
け
、
こ
の
春
卒
業

予
定
の
皆
様
に
は
、
国
学
院

大
学
の
学
び
で
得
た
「
自
己

価
値
力
」
を
基
礎
に
し
て
社

会
の
大お
お

海う
な

原ば
ら

に
旅
立
ち
、

日
々
の
生
活
の
中
で
失
い
が

ち
な「
生
き
て
い
る
味
わ
い
」

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
て
も

ら
い
た
い
、
と
願
い
ま
す
。

ま
た
、
人
生
を
「
メ
ー
ク

ド
ラ
マ
」
し
た
い
と
願
う
若

者
た
ち
の
「
伸
び
た
い
」
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
は
、
私
た

ち
大
人
社
会
で
す
。
人
生
に

船
出
す
る
若
者
た
ち
を
次
の

句
で
送
り
出
し
ま
し
ょ
う
。

「
は
き
だ
め
に
　
え
ん
ど

豆
咲
き
　
泥
池
か
ら
　
蓮
の

花
が
育
つ
　
人
皆
に
美
し
き

種た

子ね

あ
り
　
明
日
何
が
咲
く

か
」（
安
積
得
也
『
詩
集
　
一

人
の
た
め
に
』よ
り「
明
日
」）

しんとみ・やすひさ
学校法人国学院大学特別参事。
人間開発学部初代学部長、専門
は教育社会学、人間発達学。新
しい時代の子育て論には定評。

名誉教授名誉教授 新富 康央新富 康央

第第3030回回

　近くて遠い？　遠くて近い？　そんな親の気持ちや子どもの気持ちを一緒に考えませんか？　新富名誉教授による子育てエッセーを隔月でお届けしています。
　感想や新富名誉教授への質問、講演依頼などございましたら広報課までお寄せください。

内内容 講講師 日日にち 時時間 場場所 対対象 定定員 料料金 申申し込み 問問い合わせ
…在学生 …保証人 …卒業生 …一般 …受験生インフォダイジェスト

法学部 合格者と語る会を開催

法学部が主催する令和7年度合格者と語る会が昨
年12月10日、渋谷キャンパスで開催された。この会
は、難関試験の合格体験談を通じて在学生の学習意
欲の向上を図ることを目的として開催されており、
今回は公務員試験や法科大学院、司法試験に合格し
た4年生や院友（卒業生）ら6人が登壇した＝写真。

はじめに、法科大学院の合格者2人が講演を行
い、勉強法や試験の特徴を詳細に解説。参加した
学生からは志望理由書の書き方など具体的な質問
が多く寄せられた。その後、公務員試験合格者、司
法試験合格者がそれぞれの経験を語り、学生たち
は熱心に聴講した。

講演後には、会場を有栖川宮記念ホールに移し、
合格者と参加学生による懇親会が和やかな雰囲気
の中で行われた。

期間内試験から3月までの事務室
開室および証明書発行機稼働日程
内 �期間内試験から3月までの事務室開室

と証明書自動発行機の稼働日時は、渋
谷・たまプラーザキャンパスともに本
学HP（二次元コード）を参照してくだ
さい。

大学院学位記授与式
内 �大学院の令和7年度第74回学位記授与

式を以下の通り執り行います。詳細は
本学HP(二次元コード）からご確認く
ださい。

日・時3月21日㈯11時～
場渋谷キャンパス 常磐松ホール
問大学院事務課（☎03・5466・0142）

大学からのお知らせ
※詳細確認・申し込みはK-SMAPYⅡから行ってください

学内合同企業説明会（WEB・対面）
　優良企業と出合い、応募につなげよう！　
　本学学生を採用する意向が高い企業を招き、採
用担当者から直接話を聞くことができる合同企業
説明会です。一日で多くの企業と出合うことがで
きます。この機会に業界・企業・職種研究を進め
るとともに、自分に合った企業を探しましょう。
日WEB＝1月30日㈮
　対面＝2月9日㈪、10日㈫
時終日
※日程・実施形態により異なります
場対面＝渋谷キャンパス 120周年記念1号館
対学部2・3年生、博前1年次

模擬面接指導会（対面）
　模擬面接で選考に向けて最終チェックをしよ
う！
　面接力の強化と最終チェックを目的に行いま
す。採用選考の面接では、フィードバックがない
ため、どこが良くてどこが悪かったのか分からず、
同じ過ちを繰り返してしまう危険性があります。
採用試験解禁前に自分の面接内容について、企業
の採用担当者から実践的なアドバイスをもらえる
貴重な機会ですので、本番対策として積極的に参
加してください。
日2月18日㈬
時13時30分～17時15分
場渋谷キャンパス3号館
対学部3年生、博前1年次

キャリアサポート

第39回 国学院大学松尾三郎杯争奪

国
学
院
大
学
柔
道
部
が
主
催
す
る
「
第
39
回
国
学
院
大
学

松
尾
三
郎
杯
争
奪
全
国
選
抜
高
等
学
校
柔
道
大
会
」
が
、
昨

年
12
月
25
日
に
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た

＝
写
真
。
本
大
会
は
、
松
尾
三
郎
・
学
校
法
人
国
学
院
大
学

元
理
事
長
の
柔
道
振
興
に
対
す
る
多
大
な
貢
献
を
た
た
え
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
柔
道
に
励
む
高
校
生
に

と
っ
て
は
、
1
、
2
年
生
の
選
手
が
出
場
す
る
「
新
人
戦
」

と
し
て
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
各
校
の
柔
道
部
を
担
う

若
い
選
手
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
大
会
と
な
っ
て
い
る
。

今
回
は
国
学
院
大
学
と
同
柔
道
部
O
B
会
の
後
援
を
受
け

て
実
施
さ
れ
、
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
16
校
が
出
場
。
1
校

6
人
の
団
体
戦
で
競
い
合
い
、
決
勝
で
は
国
士
舘
高
等
学
校

（
東
京
都
世
田
谷
区
）が
東
海
大
学
付
属
相
模
高
等
学
校（
相

模
原
市
）
と
の
接
戦
を
制
し
て
優
勝
を
果
た
し
た
。

全国選抜高等学校柔道大会を開催
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宮嶋さんが公認会計士を目指そうと思ったきっか
けは、高校3年生の1月に偶然見かけた公認会計士の
Vlog（ビデオブログ）だった。自由に働きながらも
自分を律し、向上心をもって挑戦し続ける姿に自身
の将来像が重なったという。大学と並行して予備校
で学ぶ計画を立て、国学院大学に入学。昼は大学、
夜は予備校という生活が始まった。
公認会計士試験は1次試験と2次試験があり、宮嶋
さんは大学2年生での1次試験合格を目標に据えた。
2年生に進級する前の春休みからは、毎日8時間以上
の自習を続けた。「2年生の前期は会計士の勉強に集
中しすぎて、予備校も大学も、どちらも思い通りの
結果が出ませんでした。なんとかしようと、妥協せ
ず本気で取り組んだところ、大学も予備校もうまく
いったんです。自分は0か100かの人間、全力を出
し切ることが成果につながると学びました」と振り
返る。12月の1次試験を目指し、連日ほぼ14時間も
の勉強を続けた結果、見事合格を果たした。
過酷な日々を支えたのは、予備校仲間の存在。「合
格を目標に一丸となってがんばり、部活動のようで
楽しかった。一貫した志というよりも、状況に応じ

て動機を見つけられたことがよかったと感じていま
す。そして1次試験の合格発表時には、自分のなか
でガラリと何かが変わるほどの自信が得られ、同時
期に大学の成績も向上し、やればできると、無敵に
なった気持ちでした」と語る。
最難関とされる国家資格の中でも、公認会計士は、
忍耐力や継続力が問われ、努力が結果に直結すると
感じていた宮嶋さん。2次試験に向け、毎日最低で
も8時間の学習を継続し、3年生で見事合格。その瞬
間は、喜びよりも「勉強漬けの日々から解放される」
という安心感の方が勝っていたという。後期からは
大学の授業やゼミ活動に全力で取り組みつつ、友人
たちとの時間も大切にしている。
一方、就職先となる監査法人でのインターンにも
挑戦し、専門家への一歩を踏み出している。就職後
も公認会計士登録に向けた講習や修了考査、さらに

は会計基準や法律の改正への対応など、学びはずっ
と続く。
宮嶋さんは、公認会計士について「社会的には、
投資家にとって信頼できる証券市場を支え、経済の
発展に貢献することが使命」と述べ、今後について
は「監査の全体像が見えるようになるのには数年か
かるため、現在は必要なピースを集めている段階。
将来どのような職務を担うとしても、会計士には専
門知識のみならず人間力が求められます。監査の仕
事自体もチームプレーですし、まわりの人たちとの
関わりを大事にしたいと思います」と話す。
高校時代はサッカー部のフォワードとしてチーム
をけん引した宮嶋さん。仲間を大切にし、目標へ向
かう姿勢はそのままに。経験を力に変えて、これか
らも真

しん
摯
し
に努力を重ねていく宮嶋さんの今後の活躍

を期待する。

「総合優勝の目標と、伝統を次代へ」
箱根駅伝往路選手コメント

1区 青木瑠郁（健体4）ー区間1位ー1時間0分28秒

今大会は総合優勝を目標に掲げ、1年間まい進し
てきました。個人で区間新記録を樹立し区間賞を獲
得したものの、チームの結果には悔しさが残ります。
最後の箱根路となりましたが、副将としてチームを
けん引した経験は、実業団へ進む私にとって大きな
糧となります。この悔しさを胸に、次なる舞台でも
精進します。

2区 上原琉翔（健体4）ー区間12位ー1時間7分8秒

主将としてチームに勝利をもたらす走りを目標に
掲げましたが、達成できず悔しさが残ります。総合
優勝には届かなかったものの、一丸となって戦い抜

くなかでチームの成長を強く実感した大会となりま
した。この悔しさと手応えを糧に、国学院の伝統を
次代へとつないでいきたいと思います。

3区 野中恒亨（健体3）ー区間3位ー1時間1分22秒

総合優勝を目指し区間賞を目標に掲げましたが、
個人・チーム共に悔しさの残る結果となりました。
箱根は人生の全てを懸けて挑める特別な舞台です。
ここに注ぎ込んだ熱量を、これからの新たなステー
ジでも変わらず発揮し、次の目標に向かって全力で
まい進していきたいと思います。

4区 辻原　輝（史3）ー区間4位ー1時間0分59秒

4区で区間新記録を目指し出走しましたが、目標

には届かず悔しさが残ります。しかし、挑戦の過程
で調整法や記録樹立への課題が明確になりました。
この経験を糧に、最高学年として迎える来季、ラス
トイヤーを悔いなく終えられるよう、また1年間全
力で取り組んでいきます。

5区 高石樹（健体1）ー区間4位ー1時間10分5秒

設定目標を大幅に上回る好タイムで走り抜くこと
ができました。自身の成長を実感できる、大きな収
穫のあった大会となりました。この経験を自信に変
え、慢心することなくさらなる高みを目指し、今後
も日々の練習と競技に真

しん

摯
し

に取り組んでいきます。

写真・月刊陸上競技

野中選手 辻原選手 高石選手上原主将

甘えず妥協せず、
全力を尽くしてつかんだ
公認会計士試験合格

国内最難関の資格のひとつである公認会計士試験に、大学3年生
で見事合格を果たした宮嶋優介さん（経4）。公認会計士を志した経
緯、努力を重ねた日々の様子、将来への思いなどを聞いた。

青木選手

宮嶋優介さん（経4）
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6区 後村光星（健体3）ー区間8位ー58分44秒

今季は度重なる故障に苦しみましたが、その悔し
さを全てぶつける覚悟で臨みました。序盤から積極
的に攻めた一方で、後半の失速に実力不足を痛感し
ています。2位という結果を真摯に受け止め、この
悔しさを決して忘れることなく、次こそは頂点に立
てるよう、一から自分を鍛え直していきます。

7区 高山豪起（法4）ー区間1位ー1時間0分54秒

過去の悔しさを背負い、全力を出し切る覚悟で走
りました。厳しい展開でも襷の重さを力に変え、区
間賞という結果で応えられたことは大きな自信で
す。箱根は結果以上に覚悟と継続を問う舞台だと実

感しました。この経験を糧に、今後の陸上人生でも
さらなる高みを目指し、成長し続けていきます。

8区 飯國新太（法2）ー区間2位ー1時間4分1秒

区間記録更新と優勝への貢献を目指しましたが、
一歩及ばず力不足を痛感しました。一方で、重圧下
で粘り抜き、殻を破れたことは大きな収穫です。こ
の悔しさを糧に、来季は必ず結果で証明します。次
こそはチームに勝利を呼び寄せられるよう、日々の
努力を積み重ねていきます。

9区 野田顕臣（健体1）ー区間3位ー1時間7分53秒

　総合優勝と区間記録更新を目標に臨みましたが、
悔しい結果となりました。しかし、最後まで勝利を

諦めない先輩方の背中に、国学院で走れる喜びを改
めて実感し、「もっと強くなりたい」と決意を新たに
しました。この経験を糧に己の可能性を信じ、さら
なる成長を遂げて次こそは勝利に貢献します。

10区 尾熊迅斗（健体2）ー区間4位ー1時間8分33秒

任された区間での逆転を狙いましたが、力及ばず
悔しさが残ります。箱根は日々の積み重ねが如実に
表れる舞台だと痛感しました。この経験を糧に自身
の課題と向き合い、来季こそはチームの勝利を決定
づける走りができるよう、向上心をもって着実に精
進を重ねます。

陸上競技部

「一歩及ばなかった悔しさ。次こそは勝利のゴールへ」
復路選手コメント

往路選手コメントはⅡ面
写真・月刊陸上競技

後村選手 高山選手 飯國選手 野田選手 尾熊選手

第102回東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）
が1月2、3日に東京・大手町から神奈川・芦ノ湖畔
をつなぐ往復全10区間・217.1kmで開催され、国
学院大学陸上競技部は、過去最高順位となる総合2
位に輝いた。
1区の青木瑠郁選手（健体4）は序盤、集団を離れる
場面もあったものの、冷静な走りで後半は先頭集団
をけん引する展開に。終盤には集団を抜けてトップ
に躍り出るとそのまま独走し、従来の記録を12秒更
新する区間新記録の快走で鶴見中継所に飛び込み、
同大会で本学初となるトップでの襷リレーとなっ
た。エース区間の2区を担った上原琉翔主将（健体4）
は順位を落としたものの懸命に前を追いかけ、6位で
3区の野中恒亨選手（健体3）に襷をつないだ。野中
選手は3km付近で山梨学院大学をかわして順位を一
つあげ、区間3位の好走を見せた。4区の辻原輝選手
（史3）は着実に前との差を縮め、総合順位を二つ押し
上げて3位に浮上。5区は初出場で箱根の山に挑んだ
高石樹選手（健体1）が青山学院大学や城西大学など
各校のエース選手にかわされたものの、終盤には城
西大学を抜き返す力強い走りを見せ、区間4位。チー
ムでは往路4位で芦ノ湖畔にゴールした。

復路では、6区の後村光星選手（健体3）が、序盤
で中央大学をかわし3位に浮上。山下りの難コース
を果敢に攻めたものの、逆に中央大学に抜き返され
る展開となった。続く7区の高山豪起選手（法4）は、
安定感のある走りで中央大学、早稲田大学をとらえ
一気に2位へ浮上。小田原中継所地点で3分23秒あ
った首位の青山学院大学との差を1分28秒まで詰
め、区間新記録に迫る歴代2位の走りで区間賞を獲
得した。総合2位で襷を受けた8区の飯國新太選手

（法2）は、後続の中央大学との差をひろげ、先頭と
1分44秒差で9区の野田顕臣選手（健体1）へ襷を託
した。野田選手は初出場の1年生ながらも力強い走
りで、総合2位をキープ。最終10区の尾熊迅斗選手
（健体2）は、区間4位の好走で前を追いかけた。尾
熊選手は9人がつないだ襷を胸に走り切り、大手町
のゴールへ飛び込んだ。国学院大学は大会新記録と
なる10時間40分7秒の記録で、歴代最高順位の総合
2位となった。

順位 大学名 総合記録
1 青山学院大学 10時間37分34秒
2 国学院大学 10時間40分7秒
3 順天堂大学 10時間43分55秒
4 早稲田大学 10時間44分29秒
5 中央大学 10時間44分31秒
6 駒沢大学 10時間44分50秒
7 城西大学 10時間46分17秒
8 創価大学 10時間51分40秒
9 帝京大学 10時間53分15秒
10 日本大学 10時間53分56秒
以上、シード獲得（以下略）
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